
フロア用スクリュー釘32mm・38mm以上

無垢フローリング・集成フローリング　施工手順

モルタル下地の場合

●新しいモルタル下地は、高低差4/3,000mm以下とし、充分に乾燥させます。
●15mm以上の耐水合板をエポキシ樹脂系接着剤または一液ウレタン樹脂系接着剤とコンクリート釘を併用して貼り上げ、接合部は、目違いのないように
仕上げます。また、コンクリート釘は150mm間隔程度に打ち、タワミ、踏み鳴りのないようにしてください。

木造下地の場合

●大引きは90mm角以上、根太は40mm×60mm以上で、根太間隔は300mm位（1尺）としてください。
●根太の上に15mm以上の耐水合板を接着剤と釘を併用して貼り上げ、接合部は目違いのないように仕上げます。また釘は150mm程度の間隔で打ち、
タワミ、踏み鳴りのないようにしてください。

ピュアヘリンボーン　施工手順

1／施工準備

2／基準線の出し方

●「下地について」「施工前の注意点」については無垢フローリング・集成フローリングの施工手順を参照ください。

4／養生 ●無垢フローリング・集成フローリングの施工手順を参照ください。

4／養生

●施工後は表面保護のため、床面をきれいに掃除し養生シートで養生し

てください。この時養生テープは床面には直接貼らないよう注意してく

ださい。床表面の塗装に支障が起こる場合があります。また養生は床全

体を覆うようにしてください。日焼けで色違いが出る可能性があります。

ピュアヘリンボーン　寸法図（単位：mm）
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●向かい合う壁の中心を交互に結びAライン、Bラインを引きます。
●Aライン、Bラインの交点を部屋の中央点とします。
●Aライン、Bラインの直角を見るために中央点より、それぞれ3m、4mの点を取り、三角形の斜辺が
5mであるかをチェックし、必要あれば、Aライン、Bラインを修正し、直角になるようにします。（図1）
●各壁面との取り合いが良いか、チェックします。

●A、Bライン上に、中央点より等間隔の点a．b．c．dを取り、この4点より同半径の円を書き、A．B．C．D点
を出します。
●A．B点、C．D点を結び対角線を引き、基準線とします。（※Cライン・Dライン）（図2）

●基準線Aラインより594mm（420×√2）おきに平行線A'ラインA"ラインを取ります。
●基準線Cラインより420mmおきに平行線C'ラインC"ラインを取ります。
●基準線Dラインより420mmおきに平行線D'ラインD"ラインを取ります。
●中央点に柄の頭を合わせ、Cラインとも合わせピースを置きます。
●以下、同様にAライン、A'ライン、A"ライン上に柄の頭を合わせ、ピースの目地がC、C'、C"ライン、D、
D'、D"ラインに通るように注意します。（図3）

①接着剤の塗布

②貼り込み

●接着剤はエポキシ樹脂系接着剤をお使いください。（推奨：PPボンド P117）
●PPボンドは、主剤、硬化剤の二液型です。20kgセット（ダンボール梱包）の場合、上下別々の間に各
10kg納まっています。（その他の場合でも）必ず別に用意した撹拌用容器に同量を取り出し、良くか
きまぜ合わせます。撹拌した接着剤は、1時間位で初期硬化を始めます。従って、作業量を見はからっ
て撹拌するようにしてください。
●中心点より部屋の奥に向って、金櫛ヘラで接着剤を塗布します。
●塗布量は400～500g/㎡とします。尚、接着剤塗布の際、乾燥接着を起こさぬよう注意します。
●基準線は残して塗布します。
●墨出ししたラインに合わせ右図のように順次貼り込みます。この時必要であれば貼り出しの材料は
ステープルなどを使い固定してください。
※3方メス実の製品はエンドマッチ(短手側)に実がないため目違いが出る可能性があります。必要に
応じ雇実を用意しご使用ください。

●フローリングの目地が、直線上に並んでいるか、常に確認します。
●接着剤が、床仕上げの表面や木口に付着しないように注意します。
●付着した場合は、すぐに拭き取ります。
●壁面、出入口での貼り納めは、下図（納り図）の様にします。

3／施工
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エポキシ樹脂系接着剤

捨貼り合板

釘

壁面納り図

捨貼り合板

壁
面

壁
材

巾
木す

き
間
を
あ
け
る

釘

モルタル

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
接
着
剤

1／下地について

2／施工上の注意点

●直射日光や雨が当たる場所、湿度が高い場所での商品の保管はお止めください。

●天然木のため、施工前に仮並べをして色、柄のバランスをご確認ください。その際、商品に不具合がないかご確認の上、お使いください。

●床下の湿気による突上げや、腐れを防ぐために、床下には必ず換気口の設置をお願いします。

●床下コンクリートなど、下地が完全に乾燥していることを確認してから、施工を始めてください。下地が乾いていない場合、フローリングや下地材に反り

などの影響を及ぼす場合があります。

●床下の湿度が高くなりやすい田んぼの近く、川や海辺など、換気が十分にできない場所への施工はお止めください。

●製品は天然木の無垢材を使用していますので、湿度の吸収・発散を繰り返し、若干の伸縮を示します。施工の際は、この点を充分に配慮してください。

●伸縮の影響を抑えるために、施工の1～2日前に床板の梱包をとき、周囲の環境になじませることをおすすめします。

無塗装品を施工する場合の注意点

●表面に毛羽立ち等が発生している場合がありますので、塗装を行う前に、サンドペーパー等で表面の木地を整えてください。

3／施工

●フローリングは接着剤と釘を併用して施工します。接着剤は一液の

ウレタン樹脂系接着剤をお使いください。（推奨：ウレタンボンド 

P117）この時接着剤が実部分に入らないように注意ください。

●釘を打つ間隔は300㎜以内とし、釘は32㎜または38㎜のスクリュー

タイプ、またはリングタイプを使いオス実より45度の角度で打ち込

んでください。

●釘頭が残らないようポンチで打ち込んでください。目空きの原因に

なります。

●フローリングを締めて貼り過ぎると高湿時の膨れの原因となります

ので注意してください。

　場合によってはスペーサーを使いクリアランスを取るようにしてく

ださい。スペーサー厚は材厚、材幅に合わせ適宜調整してください。

●壁際は突付けずに5㎜程度のクリアランスを設けてください。

●掃き出し等、水濡れや結露などが想定される場合は必ずクリアランスをとりコーキング処理をしてください。

注意：実際の施工はフローリングの種類(樹種/厚さ/幅 等)に合わせ最適な方法を用い施工ください。

接着剤をつける部分 実部の接着は厳禁
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全体　64mm

働き巾　60mm
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